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１ 前橋市の概要



自己紹介
前橋市教育委員会 学校教育課 情報教育推進係 ICT 専門員折田 一人
1994年 ネットワーク利用環境提供事業 100校プロジェクト
1997年 前橋市教育情報ネットワーク MENET 構築
1999年 先進的教育用ネットワークモデル地域事業
2020年 前橋市GIGA端末パイロット校・県指定校

めぶく。
個を伸ばす
認め合う

未来へつなぐ
創り出す

前橋市の概要

人 口： 約329,000人
学校数： 小学校 46校、中学校 20校、特別支援学校１校、高等学校 1校
児童生徒数： 約23,000人
教職員数： 約2,400人

GIGA 第１期

2020 年4月
端末：タブレット (LTE) 約24,000台導入
グループウェア：
Google Workspace for Education Fundamentals

GIGA 第２期

2026年4月 群馬県学校デジタル基盤運用開始
2026年6月 校内ネットワーク再整備
2026年8月 教職員・学習者端末入れ替え
2026年9月 端末運用開始

前橋市

ころとん



２ GIGA第１期 成果と課題への対応



タブレット端末

文房具の様に

持ち運び

直感的な操作

学習支援アプリ

カードで全員の

考えを共有

日常の授業で活用

（１）学 習

情報活用能力

タイピングスキル

情報活用の実践力

運用・管理

学習アプリ中心

目的に応じた

汎用アプリの利用

教師主導の一斉授業

第1期の成果

第1期の課題

LTE通信

いつでもどこでも

校外・家庭での利用

管理は通信事業者

時間・場所・天候
により不安定
同時接続時の
速度低下



（２）校 務

統合型校務支援

システム

帳簿のデジタル化

連絡・文書管理

他システムとの

名簿・データ連携

データ利活用

第1期の成果

第1期の課題

境界型ネットワーク

セキュリティ

個人情報の保護

教職員用端末

１台で授業と校務

ネットワーク切替

データ連携

ファイル交換

クラウド対応

指導者・学習者で
異なるOS
異なる操作
異なるアプリ



(1) 学習
未来社会を切り拓くための

資質・能力の育成

ICTスキル・情報活用能力の育成
深い学び・探求での利活用

(2) 校務
校務でのクラウド活用・校務支援システム

データ・ファイル連携（データ利活用）

(3) 学校デジタル基盤
通信環境／ネットワーク /教職員・児童生徒端末（OS） /クラウド

（３）学校デジタル基盤



タイピング等の

ICTスキル

（キーボード）

複数の情報を比較

新たな情報発信

（マルチタスク）

情報共有

共同編集

（汎用アプリ）

情報セキュリティ

科学的理解

メディアリテラシー

（クラウド）

【学習指導要領総則基本的な考え方】 2017.4.28告示

・子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成することを目指す。

特に学習の基盤となる資質・能力（言語能力，情報活用能力）

【中教審諮問】2024.12.25

・デジタル学習基盤の活用を前提とした、資質・能力をよりよく育成するための各教科等の示し方

についてどのように考えるか。

・小中高等学校を通じた情報活用能力の抜本的向上を図る方策についてどのように考えるか。

学習：学習の基盤となる情報活用能力の育成

（４）国や県の動向



次世代の校務支援システムは、パブリッククラウド上で
の運営を前提に、教務・保健・学籍等に関する機能を中
核とし、その他の機能は校務支援システムとは独立した
クラウドツールが担うという役割分担の下、両者が柔軟
に連携することが望ましい。

境界型のネットワークから、クラウドサービスの活用を
前提としたアクセス制御型ネットワーク（ゼロトラスト
ネットワーク）へ転換することにより、教職員の働き方
改革と教育活動の高度化を目指す。

校務：ゼロトラストネットワーク・次世代校務支援システム



デジタル⾏財政改⾰とりまとめ２０２４（校務DX部分）

2024/6/18 デジタル行財政改革会議



✓ 群馬県は、R5文科省｢次世代の校務デジタル化実証事業｣にて、あるべき姿とロードマップを調査。
(調査会社:PwCコンサルティング合同会社の実証フィールドとして調査。)

✓ 調査会社からの提案内容骨子
① クラウドベースのシステム
② 校務支援システムと、汎用クラウドツール(Google or Microsoft)を対象とした共同調達/利用
③ 共同調達を、R7年度に開始するのが効果的（各市町村の現行システムの更改時期を考慮）
→文科省が示すICT環境の実現により、教員や児童、教育委員会の職員の皆様のよりよい未来が期待されるため、推進すべき。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_0260
4.html

群馬県

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02604.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02604.html


• 小中学校のデジタル基盤として、①校務支援システム、②ゼロトラスト・クラウド環境を県域共同調達。

• ICT環境を統一し、教職員の負担軽減を図るとともに、教育データがクラウドに蓄積される。

• 市町村は現行校務支援システム契約満了等のタイミングで、県域共同調達への移行を検討。

基幹システム
(校務支援システム)

ゼロトラスト・クラウド(Google)

教職員 児童生徒 保護者

テスト
アプリ

学習系･校務系
データ

セキュリティ
･データ連携

公簿
(学籍、出欠、

成績、健康診断) ダッシュ
ボード

保護者連絡
アプリ

･･･

小中学校・デジタル基盤

✓ 教職員の負担軽減(校務DX)

✓ 児童生徒も利用することで、教育データが蓄積。

✓ 他分野とデータ連携・データ活用。

教育データの
利活用

教育委員会

感染症システム
･･･等

保育園

アイコンを整理

保育園
アプリ

保育分野と連携
(交付金の要件)

健康分野と連携
(交付金の要件)



持続可能で運用管理と学校への支援体制

教職員用Chromebook
校務支援・保護者連絡システム

児童生徒用Chromebook
学習支援システム・デジタル教科書

いつでもどこでもつながるLTE＋高速Wi-Fi

高セキュリティ・シンプルなクラウド： Google Workspace for Education

校
務
の
改
善

指
導
力
の
向
上

IC
T

ス
キ
ル
の
向
上

情
報
活
用
能
力

探
求
学
習

個
別
最
適
な
学
習

家
庭
・
地
域
連
携

デ
ー
タ
利
活
用

子供たち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育 ICT 環境の実現

（５）学校デジタル基盤再構築のポイント



• 高速で安定したネットワーク環境を整える

• 初期コスト＋ランニングコストで考える

• セキュリティと利便性のバランスをとる

• アプリ間の名簿やデータの連携を行う

• 授業と校務をシームレスに繋げる

ゼロベースで端末・通信環境・ネットワーク等を再構築する

通信環境 ネットワーク パブリッククラウド
校務支援システム 教職員用端末 学習者用端末



３ GIGA第２期 学校デジタル基盤の再構築



速度計測・体感調査結果

（１）通信環境

ダウンロード アップロード NHK for School 体感

• ほとんどの学校で必
要とされる通信速度
が確保できていない。

• 同時にアップロード
すると接続できなく
なる。

• ９割以上の学校が速
度が遅いと感じてい
る。



Google Cloud Internet

100Gbps 帯域確保

ONU UTM L3SW

10Gbps/1Gbps

L2SW

Wi-Fi6E
AP

Wi-Fi6E
AP

Wi-Fi7
AP

L2SW

Wi-Fi6E
AP

Wi-Fi6E
AP

Wi-Fi7
AP

CAT6A 10Gbps

CAT6A 10Gbps / CAT5e 2.5Gbps

Internet
LTE 教職員端末

（Wi-Fi6E）

学習者端末
（Wi-Fi6E+LTE)

Context Aware Access

学校

IIJ閉域網前橋収容局

IIJバックボーン

100G帯域確保回線＋Wi-Fi7/6E+LTE



指導者用端末 児童生徒用端末保護者端末

協働学習支援

仮想デスクトップ クラウド

市教委端末

e-ポータル
デジタル教科書等

アンケート等

AIドリル・CBT

指導系

ストレージ
個人情報を
含むもの

仮想デスクトップ

掲示板・回覧板

通知・決済

文書管理

市教委・学校間連絡

学籍・成績管理

教育課程管理

保健関係

事務関係

校 務

校務支援システム メール

欠席届

通知・連絡

アンケート

ファイル保存

日程調整

校務外部系校務系

ファイル保存
個人情報を含まないもの

保護者連絡 学習支援

ファイル交換

指導系

デジタル採点

（２）ネットワークセキュリティ

現状：境界型ネットワーク



クラウドサービス
（保護者連絡・デジタル採点・CBT等）

校務系 校務外部系 指導系

校務支援？システム
帳簿印刷と教委との連絡

ファイル
個人情報を含む

メール
校長用と代表１つのメー
ルアドレスを全員で共有

ファイル
個人情報はないはず？

校務支援？システム
帳簿印刷と教委との

保護者連絡・学習支援
システム
データの活用不可

ファイル交換
校務系→管理職の承認が必要

顔認証 顔認証

ID/PW
で出入
り自由



指導者用端末 児童生徒用端末保護者端末

認証
IAM・SSO

アクセス制御：SASE・管理系（複雑なシステム＝初期・運用コスト増）

イベント管理
SIEM

Webフィルター
SWG

アクセス管理
CASB

端末管理
MDM/MAM

デジタル教科書

資料集

協働学習
遠隔授業

学習ツール
Google Workspace

ファイル保存等

校務系（教職員・市教委のみアクセス可） 学習系（児童生徒・保護者もアクセス可）

端末監視
EDR

市教委端末

e-ポータル

L-Gate等

プログラミング

AIドリル
CBTストレージ

暗号化
ダウンロード

制限
バックアップ

バージョン管理
アクセスログ

掲示板・回覧板

通知・決済

スケジュール

メール

市教委・学校間連絡

欠席届

通知・連絡

アンケート・調査票

予定表

保護者連絡

学籍・成績管理

教育課程管理

保健関係

事務関係

校 務

教職員
教職員＋市教委

教職員＋市教委＋保護者＋児童生徒

統合型校務支援システム

教職員＋市教委
＋保護者(児童生徒）

学習支援システム

既存システムのゼロトラストネットワーク化



Google Workspaceによるゼロトラストネットワーク

Google フロントエンド
ID/PW・シリアル・IP・時刻・セッション・位置情報

Access Context Maneger

Google Cloud
IAP・IAM・Identity・VPC Service Controls

校務支援GG
名簿管理Gdoor

保護者連絡デジタル採点Google Apps 学習支援

SaaSGoogle Workspace

Chrome Enterprise Premium

SSO



Google Workspaceによるゼロトラストネットワーク

ChromebookChromebook Chromebook Plus

Google フロントエンド
ID/PW・シリアル・IP・時刻・セッション・位置情報

Access Context Maneger

Google Cloud
IAP・IAM・Identity・VPC Service Controls

校務支援GG
名簿管理Gdoor

保護者連絡デジタル採点
Google Apps
Drive,Mail etc

学習支援

SaaSGoogle Workspace

Chrome Enterprise Premium

SSO

Google 管理コンソール

・ユーザー管理
・サービス（アプリケーション）

管理
・デバイス（エンドポイント）

管理
・セキュリティ管理
・レポート・監査

（３）学習者用端末・教職員用端末

教師用
端末にデータは保存されない

アプリやデータはGoogleクラウドに



県域Google

GG(校務支援システム)
Google共有ドライブ

(校務用)
マイドライブ

(学習系用、個人用)

教職員
Chromebook

クロームブック管理

教職員用 児童生徒用

児童生徒
Chromebook

児童生徒
iPad,Windows

エンドポイント管理

教職員アカウント(ID/パス)

※Chromebookのキッティング時に、教員OUへ登録

校務系へのアクセス制限

児童生徒アカウント(ID/パス)

※教委職員も、教職員と同じ
※学校限定は(GIP制御)、(技術的にフィルタできたとしても)、原則かけない
※承認されたデバイスでのみパソコン版 Google ドライブの使用を許可する

教職員端末(Windows/Macbook/iPad)

Chromeブラウザ
(管理対象)

登録用ファイル
(貸与PCであることの目印)

教職員アカウ
ント(ID/パス+

二要素)

教職員
BYOD端末

（スマホ等）

PCに必要な準備
・Chromeブラウザ
・IPAmj明朝フォント(GG表示用)
・左記の接続登録

※Chat、Classroom、Gmail
等利用可能(ドライブ、GG
以外)

（４）パブリッククラウド



統合型校務支援システム

• 学籍

• 成績・指導要録

• 保健データ

グループウェア
連絡掲示板

個人連絡

会議室

書庫

文書連絡

市町村GoogleWorkspace

県域汎用クラウド(GoogleWorkspace)

県域校務支援システムGG BigQuelyCloud SQL

• 学籍

• 成績・指導要録

• 保健データ

グループウェア・校務データ
Google共有ドライブ

Googleサイト

Googleグループ

Gmai、Chat、Meet、マイドラ

イブ等

校務アプリ
文書連絡アプリ

出退勤アプリ

保護者連絡アプリ

授業ツール
Classroom、Meet・・・等

サードパーティ(Canva,Figma,Adobe,Apple等)
授業ツール

Classroom、Meet・・・等

入り口は職員室ポータルサイト

同時に作成・反映
教職員も児童生徒も

NAS、ファイルサーバ、MS
校務データ

M365 Teams、SharePoint等

名簿ツール

(G-Door)

校務オールインワンから使い分け、授業と校務を1IDに校務オールインワンから使い分け、校務と授業を1IDに

（５）校務支援システム



大きな変更（全てが変わる）は

学校（教職員・児童生徒）・保護者にとって、不安なこと

• セキュリティは大丈夫なの？

• 今まで作ってきたWordやExcelのファイルはどうなるの？

• 使い慣れた端末やアプリが変わるのが不安

とはいっても・・・



４ 移⾏から運用まで



（１）情報セキュリティポリシーの改訂



• 校務支援システム：データ抽出 → データ移行

• 既存ファイル：ネットワークドライブ → Google Drive
（全校共通のフォルダ構成に一括移動）

• Word,Excelファイル：GIGA支援員・専用フォームによる

変換サポート（レイアウト崩れ）

• 名簿：独自外字フォント → IPA MJ明朝に変換

（名簿管理システムG-doorで一括変換・集中管理）

（２）データ移⾏とファイル互換性への対応



• Windowsアプリへの対応

→Windows共用端末

• Word縦書き・Excelマクロへの対応

→Cameyo + Just Office 6

・WindowsベースのプログラムをChromeなどの
Webアプリと並行してChromebookで実行できる。

・Wordの縦書きファイルやExcelのマクロ付きの
ファイルは、Cameyo上で動作するJust Office 6 で
編集可能。

・MicrosoftとGoogleのサービスを柔軟に組み合わせ
て利用できるようになる。

Windowsアプリ,Word・Excelファイルへの対応



（３）段階的な導入
R7.12月現在

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

利用

開始

現地調査

〔業者〕

gunma1アカ

ウント発行

端末やGoogle Driveに保存してあるファイル

指導者系、校務系の学校共有フォルダに
保存してあるファイル

文書連絡〔全校・園〕

書庫〔全校・園〕

名簿・諸帳簿〔小・中・特〕

納品

〔業者〕

Chromebook〔小・中・特〕
利用

開始

Chromebook（BYAD）〔高〕

外字変換

GG研修会
（教頭・教務・事務職員・情報主任・養護） chromebook使用

方法（全学校教職

員対象）情報主任
移行説明

指導者・学習者端

末整備説明会

説明会、研修会

Wi-Fi整備〔小・中・特・幼〕
小・中は普通教室含

県教育
クラウド

児童生徒gunma1アカウント（県域Google アカウント）

校務支援
システム

R８

現地調査〔業者〕

端末

指導者用端末〔全校・園〕
（Chromebook＋共用Windows）

学習者用端末

光回線
Wi-Fi整

備

教職員gunma1アカウント（Mail,Chat.Drive,Classroom,Suite）

県域共通のGoogle

Driveへのファイル
移動

ファイル移動〔教職員個人〕

※移行ツールを利用。業者・

GIGA支援員によるサポートあ

り。

回線工事〔小・中・特・幼〕
利用開始

工事〔業者〕

現地調査・付帯工事〔業者〕

R７

回線工事・Wi-Fi整備〔高〕 工事〔業者〕

ファイル移動
〔生徒〕

利用開始

利用開始

新校務支援システ
ムGG

運用
※R7入試事務はC4th

デモ環境 データ移行

C4th

gunma1アカウント利用開始
gunma1アカウント発

行

納品〔業者〕

ファイル移動（児童生

徒）

※移行ツールを利用。

利用開始

利用開始

工事〔業者〕

利用開始

利用開始

ファイル移動〔業者〕
ファイル移動後も指導者系、校務系の
学校共有フォルダ内のファイルを利用。

利用開始

利用開始

利用開始

データ移行

gunma1アカウント利用開始



対 応

• 校務支援部会・利活用推進委員会

• 管理職・情報主任向け説明会

• 職種別研修会・利用者研修会

• マニュアル・動画

（４）研修・説明会
基本的な考え方

• 事前の説明を丁寧に行う。

• 学校の負担を可能な限り小さくする。

• 技術的に対応可能なことは、可能な限り対応する。

• できなくなる・変わることより、できるようになる・便利になることに目を向けても
らう。

• 利用支援・サポートを手厚く行う。



• ヘルプデスク（ワンストップ）

• まえばしGIGAサポートサイト

（５）運用・管理



５ まとめとこれから



1. 転勤しても変わらないアカウント
✓ akagi-taro@gunma1.ed.jp。採用から退職まで。
✓ 県域で、同じ校務支援システム、同じ汎用クラウド。

2. 教職員のチャットやデータ共有（連絡、相談、教材の共有など）
✓ 同僚、他校の先生、他の市町村教委職員とのコミュニケーションツールとして。
✓ グループウェアだけでなく、在校時間等記録ファイル、教委～学校の文書ツール、要録の電子保存等、全学校で

行われている業務に対する改善機能を順次作成。

3. 安全性・信頼性の向上
✓ クラウドデータは、漏洩等インシデントを技術的に防止。（ゼロトラスト技術、あわせてポリシー雛型等）
✓ 大規模災害等が起きた場合にも業務継続性を確保。

4. 保護者・児童生徒向けのデジタルサービス
✓ 保護者向け出欠連絡アプリ。（出欠簿へ半自動連携、感染症サーベイランスへ自動連携/交付金施策）
✓ 将来的に、年度当初の提出物や、健康診断や成績を、デジタル化。

5. 将来的に、児童生徒は、小中高１アカウントへ
✓ GIGA端末導入と連動。教育データ連携・利活用。

県域校務・クラウドで実現すること



県域共同調達のメリット

1.スケールメリット
•イニシャル・ランニングコストの削減
•ベンダー等との折衝
•導入時の設定
•研修・利用マニュアル・サポートサイト
•運用・利用支援

2.専門的なスキル
•ネットワーク設計・設定
•セキュリティポリシー
•ベンダー等との折衝

3.先行自治体のノウハウ

4.メーカー・地元業者等の協力体制



学習の基盤となる情報活用能力の育成

情報を収集・整理・比較・発信・伝達・保存・共有できる力の育成
基本的操作・プログラミング的思考・情報モラルル等に関する資質・能力等の育成

未来社会を切り拓くための資質・能力の育成

（２）目指す姿
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